
 

 

 

 

 

  

 

役 職 氏  名 集 落 役 職 氏  名 集 落 

あんしん生活部会 会 長 菅原 維範 尾 立 

部会長 河野 洋一 楢 本 

副会長 

◎ 荒金 見治  尾 立 

副部会長 相原 裕 五郎丸 大坪 一郎 六郎丸 

事務局 帯刀 寛次 東椎屋 ◎ 山﨑 哲秀 板 場 

女 性 部 会 ◎ 旦部 東子 津小校長 

部会長 梶原 貴和子 尾 立 顧 問 河野 洋一 楢 本 

副部会長 藤田 弘子 中 間 
監 事 

井福 豊年 松 本 

事務局 荷宮 みち恵 松 本 永田 雅春 楢 本 

自主防災部会 
事務局 

岡 喜久夫 楢 本 

部会長 佐藤 浩一 五郎丸 井福 英寿 松 本 

副部会長 遠嶋 洋司 川 崎 ふるさと振興部会 

事務局 岩男 博之 楢 本 部会長 小野 清一 丸 田 

自治会代表 副部会長 吉田 正一 五郎丸 

北 部 永田 雅春 楢 本 事務局 福田 利文 楢 本 

中 央 ◎ 吉田 正一 五郎丸 ふれあい教育部会 

南 部 ◎ 西田 彰 若 林 部会長 山崎 哲秀 板 場 

西 部 ◎ 渡邊 裕治 川 崎 副部会長 濱野 俊久 六郎丸 

◎ 印 太字氏名：新 任 事務局 山本 哲也 萱 籠 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

藤
田 

住
子
さ
ん
（
板
場
）
よ
り 

ご
夫
君  

藤
田 

稔 

様 

（
享
年 

八
十
六
歳
） 

ご
逝
去
に
際
し
て
の
香
典
返
し
の
儀
と
し
て 

ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

当
協
議
会
の
活
動
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 

ご
意
向
に
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。 

 

隔
年
開
催
の
東
椎
屋
の
滝
開
き
イ
ベ
ン
ト
、
こ
と
し

は
開
催
な
し
の
年
で
す
が
、
涼
と
滝
つ
ぼ
か
ら
溢
れ
る

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
㊟
を
求
め
て
多
く
の
観
光
客
が
来
訪

す
る
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
市
観
光
協
会
と
協
働
の
駐
車

場
周
り
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

当
協
議
会
か
ら
は
。
会
長
、
副
会
長
３
人
、
ふ
る
さ

と
振
興
部
会
の
三
役
、
同
部
会
に
所
属
す
る
区
長
各
位

な
ど
計
１２
人
、
観
光
協
会
か
ら
６
人
、
総
勢
１８
人
の
出

役
者
で
一
時
間
半
ほ
ど
掛
け
て
仕
上
げ
ま
し
た
。 

耕作されなくなって数年経った丸田の

棚田を再生、活用しようと取組中の事業

の続報です。 

4、５月に石垣修復、圃場の石ころ除去、

圃場土の均し、あぜ塗り、防獣柵の設置

などの一連の作業を続けた結果、去る６

月８日に今期目標の約２0アール（棚田

6枚）への田植えをするまでに漕ぎ着け

ました。水管理とあぜ草刈りへ移行です。 

過疎化と高齢化が進み、独力での生活道路や施設の維持管理が

困難となった集落や団体を支援する「小規模集落応援事業」のこ

とし 1回目を行います。 

昨年スタートした当事業では多くの方に出役頂き、支援を受け

た団体より大変感謝され、地区周辺部の生活環境の維持の点で大

きく貢献できました。 

今回も「津房の良き伝統である共助の精神」を発揮し、奮って

ご参加下さるようお願い致します。 

【 対象団体・場所 】 

① 大内集落 ・・・外部との主要交通路と集落内の生活道路 

② 津房地区遺族会 ・・・津房地区戦没者共同墓地の園地 

③ 萱籠集落 ・・・外部との主要交通路と集落内の生活道路 

【 作業実施日時・見込み作業時間 】 

① 7月１９日（土） 8：00～ 約 4時間 

② ７月２６日（土） 8：00～ 約 2時間 

③ 8月 3日（日） 8：00～ 約 4時間 

【 集合場所 】 

① 小田-大内線市道の安心院パーライト採掘場入口 

⓶ 現地（板場・八坂神社隣地の共同墓地） 

② （旧）仙人田茶屋の駐車場 

【 その他 】 

   ・各回とも作業保険を付保します 

  ・津房地域農地・水・環境保全活動組織の事業を活用し、 

規定に沿った作業手当をお支払いします。 

【 応募要領 】 

   ・上記の各作業実施日の 5日前までにご出役される日を事務 

局員（岡 又は 井福）へ電話で連絡頂くか、地区公民館の 

ポストに簡単なメモで投函下さるようお願いします。 

  ・但し、事前の応募連絡なしの飛び入り参加も可とします。 

☎：０９７８－４８－２００１（地区公民館） 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

㊟ 滝からの落下水が激しくぶつかり合い、細かい 

水しぶきになるとき、たくさんのマイナスイオンが発 

生、この マイナスイオンを多く含んだ空気を吸い 

込むことで、細胞や脳が活性化され、心と体の健 

康を得る効果があるそうです。 

去
る
５
月
23
日
の
夜
、
当
協
議
会
の
令
和
7
年
度

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
と
結

果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

○ 

全
代
議
員
53
名
の
う
ち
出
席
者
38
名
、
委
任
状 

4
名
、
欠
席
者
11
名
、
会
議
の
成
立
を
確
認
。 

〇 

議
長
に
小
野
正
雄
氏
（
丸
田
）、
署
名
委
員
二
人 

に
池
田
哲
郎
さ
ん
（
津
房
小
教
頭
）
と
相
原 

裕 

さ
ん
（
五
郎
丸
）、
議
事
録
書
記
に
松
沢
美
菜
海 

さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
を
選
出
。 

〇 

6
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
7
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
書
の
い
ず
れ
も
配
布
資
料
に

基
づ
く
報
告
と
議
案
の
内
容
ど
お
り
で
承
認
。 

 

特
記
事
項
と
し
て
、
取
り
組
み
中
の
事
業
「
丸
田 

の
棚
田
再
生
事
業
」
で
の
想
定
外
の
出
費
に
備
え
、 

毛
無
尾
共
有
林
会
計
か
ら
30
万
円
を
上
限
と
し
て 

支
出
す
る
案
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
新
役
員
体
制
は
左
表
と
な
り
ま
す
。 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
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今
回
の
役
員
変
更
、
充
て 

職
と
な
っ
て
い
る
津
房
地
区

区
長
会
の
役
員
交
替
に
伴
う

も
の
、
津
房
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
長
の
交
替
に
伴

う
も
の
、
津
房
小
学
校
校
長
の

異
動
に
伴
う
も
の
で
す
。 

オ
イ
サ
ン
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
作
業
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
松
沢
美
菜
海
さ
ん 

田 

作業を終え、爽やかな表情で集合写真 


